
 
 

 
 

 

複数のスイッチを使用し RAVENNA と Office VLAN のを使用する設定 

以下の設定は Cisco SG300 用のもので、ユーザーがトランクポートを使用しないで、既存のケーブルで スイッ
チの相互接続を行うことを目標としています。 

 
この原則に則り さらに多くの VLAN を拡張させることや、次世代のスイッチに対応させることも可能です。 
 

VLANの管理： 

２つの VLAN（インターネット/オフィスとRAVENNA）を作成します。 
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全てのポートをアクセスモードに設定します。 

 

VLAN 1を選択し、VLAN 1に割り当てるすべてのポートのメンバーシップタイプを Untagged（タグなし）に設定
します。 

VLAN 2に割り当てるポートを除外します。VLAN 2に対してこのプロセスを繰り返します（設定は相互に排他的
である必要があります）。 
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ポートVLANメンバーシップは、1U = VLAN1 Untagged、2U = VLAN2 Untagged のように表示されます。 

ポート <--> VLAN のマッピングを再確認してください。 
U = Untagged は、ポートを出入りするパケットがタグなしであり、スイッチ内部でタグが付けられることを意味し
ます。 

 

 

スパニング ツリー: 

STP が相互接続ポートをブロックしないように、Multiple STP を有効にします。 
まず、共通の Region と Revision を設定します（両方のスイッチで同じに設定してください）。 
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次に、VLAN を STP Instance にマッピングする必要があります。 
この例では、1-1 と 2-2 をマッピングしています。 

 

最後に、スイッチ間のブリッジに使用するポートの STP “Path cost” をVLANごとに設定します。 

この場合は MSTP Instance に相当します。各スイッチポートの “Path cost” を調整することで、あるSTP 
Instance のポートと別のインスタンスのポート（各インスタンスは異なるVLANにマッピングされます）を分けて
分かりやすくすることを目的としています。 

まず、一番上の Instance ID 1を選択し、VLAN1相互接続のポートを指定し、“Path cost” をかなり低い値（例：
10）に設定します。この例では、指定ポートは 9です。 
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同様に、 Instance ID 2 を選択し、VLAN 2 の相互接続ポートの “Path cost” を指定します。この例ではポート
10です。 

 

完了すると、例えば Instance ID 1の場合、対応するポートのステータスは “Forwarding” になり、もう一方の
ポートは “Discarding” または “Listening” になるはずです。 

次の図のポート9と10をご覧ください。 

 

 

 
 

  dsp  Japan  Ltd, 704 5-15-25 Minami Azabu, Minato-ku, Tokyo 106-0047 
T : 03-5723-8181  U : https://www.dspj.co.jp 

5 



 
 

 
 

 

 Instance ID 2では、ポートが反転した状態で同じ結果になるはずです。 

 

2台のスイッチのうち1台が “Root” として選出されます。これを設定するには、STP global settings の Priority 
フィールドを変更してください（値が小さいほど優先度が高くなります）。 
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Root スイッチでは、ポートの状態が Forwarding/Listening と表示されることがあります。これは想定内の動作
です（ポート9と10を参照）。 

 

 

Multicast: 
最後に、Multicast アクセスがスイッチ全体に許可され、IGMP request が伝播されてデバイスやストリームが
検出され、オーディオが効率的に送受信されることを確認します。 

まず、両方の VLAN で IPグループアドレスを有効にする必要があります。VLAN IDを選択し、IPグループに設
定して適用をクリックします。VLAN 2についても同じ手順を繰り返します。 
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次に、IPv4 Multicast configuration → IGMP Snooping で、IGMP snooping と IGMP querier（クエリア）を 
Enable にします。 

 

次に、各VLANを選択し、Edit をクリックして、両方のVLANの設定が次のとおりであることを確認してください。 

 

スイッチは IGMP request を自動的に転送し、IGMP querier を自動的に選択します。 
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